
あ
な
た
の
土
地
に
図
面
は
あ
り
ま
す
か
？

土地家屋調査士の
安　心　宣　言

私の土地はどこまでだろう…

法務局には土地登記簿、建物登記簿に附属して、地図・地図に
準ずる図面、地積測量図、建物図面・各階平面図、共同担保目
録などが備付けられています。
法務局にある地図（法第１４条地図）は、土地の位置、形状を
明確にしたもので、三角点等の基準点に基づいて測量されてい
るため、現地復元能力が高いといわれていますが、すべての土
地の地図があるわけではありません。この精度の高い地図がな
いところでは、旧土地台帳附属地図（いわゆる公図）などを地
図に準ずる図面として利用されています。
地積測量図は土地の表題登記、分筆登記、地積更正登記などに
伴って登記所に提出される図面で、１筆ごとに土地の面積やそ
の計算方法、形状や隣接地との位置関係、設置されている境界
標とその種類などが表示され、地図や公図には示されていない
細やかな土地の状況を調べることができます。

筆界確認情報を示す図面は、公法上の境界（筆界）を隣接所有者
等と確認して、異議のないことを証する図面です。普通は筆界確
認書とセットで作成されます。
地積測量図は所定の手続を経て法務局に備えられた公式の図面で
あるのに対して、私的な図面といえますが、法第 14条地図や地
積測量図がない場合の、土地の範囲の特定にたいへん有効です。

地積測量図、筆界確認情報を示す図面は
土地家屋調査士が作成いたします。

地積測量図とは…

筆界確認情報を示す図面は…
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地積測量図

筆界確認情報を示す図面

地積測量図は、分筆や地積更正などの土地の表示に関する登記を申請する際
に添付する図面です。公式な図面ですので、法律（不動産登記令）で様式や
記載する内容が定められています。
平成 17 年以降は分筆後の土地全部の面積を求めることとされ、また基本三
角点等の公式な基準点に基づいて測量し、世界測地系の国家座標値を使用し
て面積計算を行うことが原則とされたため、より正確で、現地復元能力が強
化されたものになりました。

不動産登記規則第 77条（地積測量図の内容）

 　地積測量図には、次に掲げる事項を記録しなければならない。
一 　地番区域の名称
二 　方位
三 　縮尺
四 　地番（隣接地の地番を含む。）
五 　地積及びその求積方法
六 　筆界点間の距離
七 　国土調査法施行令第２条第１項第一号 に規定する平面直角座標系の番号又は記号
八 　基本三角点等に基づく測量の成果による筆界点の座標値
九 　境界標（筆界点にある永続性のある石杭又は金属標その他これに類する標識をいう。 以下同じ。）があるときは、当該境界標   
        の表示
十 　測量の年月日
２ 　近傍に基本三角点等が存しない場合その他の基本三角点等に基づく測量ができない特別の事情がある場合には、前項第七号及
        び第八号に掲げる事項に代えて、近傍の恒久的な地物に基づく測量の成果による筆界点の座標値を記録しなければならない。
３ 　第１項第九号の境界標の表示を記録するには、境界標の存する筆界点に符号を付し、適宜の箇所にその符号及び境界標
       の種類を記録する方法その他これに準ずる方法によってするものとする。
４ 　地積測量図は、２５０分の１の縮尺により作成するものとする。ただし、土地の状況その他の事情により当該縮尺による
       ことが適当でないときは、この限りでない。
５ 　第１０条第４項の規定は、地積測量図について準用する。
       ※第 10条第 4号　地図を作成するための一筆地測量及び地積測定における誤差の限度は、次によるものとする。
一 　市街地地域については、国土調査法施行令 （昭和 27年政令第 59号）別表第五に掲げる精度区分（以下「精度区分」と
       いう。）甲二まで
二 　村落・農耕地域については、精度区分乙一まで
三 　山林・原野地域については、精度区分乙三まで

筆界確認情報を示す図面は、地積測量図が公式の図面であるのに対して、
私的な図面といえます。作成方法や様式について法律には定めがありませ
んが、通常は土地家屋調査士が地積測量図と同様の方法で測量し、割り出
した筆界を所有者同士で確認した結果を図示したもので、普通、筆界確認
書とセットで作成されます。
様式に制約がないため、確認の経過や塀などの
地物、境界標の写真なども図に載せることがで
き、利便性の高い図面となっています。地積測
量図は登記の目的によって必ずしも作成されな
いことがありますが、筆界確認情報を示す図面は、
所有者同士の意思で作成することができます。

　　　　　

地積測量図、筆界確認情報を示す図面の 5つの効用

1筆の土地の境界を明確に表示す
る地積測量図、筆界確認情報を示
す図面。この作成には、正確な測
量と正しい手続が欠かせません。
地積測量図、筆界確認情報を示す
図面の作成は、土地家屋調査士に
お任せください。

土地の保全、取引の安全は、
正確な図面から。

（1）境界紛争の防止になります。 
地積測量図、筆界確認情報を示す図面によって境界が明確であ
れば、境界紛争の予防になります。

（2）財産の侵害防止になります。
地積測量図、筆界確認情報を示す図面に図示された境界標によっ
て、自分の土地の範囲が第三者からもわかるようになっていれ
ば、侵害の予防になります。

（3）売買などの不動産取引や相続がすばやく行えます。
地積測量図、筆界確認情報を示す図面によって境界が明確であ
れば、売買や相続等を迅速に行うことができます。

（4）境界標がなくなったときにも安心です。
地積測量図、筆界確認情報を示す図面があれば、万一境界標がな
くなっても、図面に基づいて素早く正確に復元することができます。

（5）不動産登記制度の充実につながります。
地積測量図、筆界確認情報を示す図面は、正しい登記、正しい
地図の基礎となり、不動産登記制度を充実させ安全な不動産取
引につながります。


